
平成２９年１０月１９日（木）１３：３０～１６：３０（受付13:00～） 

会場：熊本地方合同庁舎Ａ棟１階 共用会議室 

 総務省九州総合通信局、経済産業省九州経済産業局及び一般社団法人九州テレコム振興センターは、
毎年連携して地域の情報化に関する動向及び取り組み事例等を紹介し、地域情報化の推進及び地域経済
の活性化を図るためにセミナーを開催しております。 
 是非ご参加下さいますようご案内申し上げます。 

プログラム 

定員１００名 （申込みは裏面へ） 

 (熊本市西区春日2丁目10番1号) 

▼1３:３0 開会 

▼1６：２５ 閉会      

参加 
無料 

主催：九州総合通信局、九州経済産業局、一般社団法人九州テレコム振興センター 

 定員になり次第、締め切らせていただきます。 

▼１３：３５～１４：２５  講演Ⅰ 

IoTによる橋りょうインフラの維持管理と新たな通信への取り組み 

株式会社QTnet サービス開発部 サービス企画グループ長 忽那 康郎 氏 

▼１５：３０～１６：２０ 講演Ⅲ 

▼１４：３０～１５：２０ 講演Ⅱ 

医療分野におけるAI・IoTの取り組み  

 創業時からの中心事業である遠隔画像診断は、現在、全国70の病院から依頼をいただいており、協
力頂くドクターも40名を超える体制に成長しました。また、4年前に設立した人工知能を用いたシステ

ム開発部門も順調に拡大し、現場のニーズに対し様々な取り組みを進めています。 

 今回は、文章作成支援システム「Y’sCHAIN」を始めとするAI/IoT技術への取り組みおよび、ラボ
施設「SOCKETIoMT/AI Lab Kumamoto」の取り組みをご紹介いたします。 

IoTサービスをより簡単に実現するセンサデバイスとクラウドサービス 

 日々の経済活動を支えている橋りょう・トンネルなどの社会インフラの老朽化・高齢化が徐々に問題と
なってきているが、さらに今後は我が国の少子高齢化による税収減少や人材不足とあいまって、それら

の維持・管理が社会課題となりつつります。 

 今回は宮崎県内で実施しているIoTによる橋りょうインフラモニタリングの実証実験と実験からみえて
きた課題の解決に向けた新たな通信手段の実験等の話題も踏まえてご紹介いたします。 

 IoTデータ解析に特化したクラウド型AI「SkyAI」と複数種類のセンサを簡単に脱着可能なセンサデ

バイス「SkyLogger」による工場の装置保全IoTやオフィスの環境IoTについて事例をもとにご紹介い

たします。 

株式会社スカイディスク 代表取締役ＣＥＯ 橋本 司 氏 

株式会社ワイズ・リーディング 代表取締役 中山 善晴 氏 

～九州を元気に IoTで新次元のイノベーション創出を～ 



参 加 申 込 方 法 
平成2９年1０月１９日（木）13:30～16:30 

（受付 13:00～） 

熊本地方合同庁舎A棟1階 共用会議室 

（平成２９年１０月１３日（金）までにお申し込みください。） 

※セミナー会場には「駐車場」がございません
ので、公共交通機関の利用をお願いします。 

※ご連絡頂きました情報は、本セミナーに関する手続のみに使用致します。 

○JR熊本駅白川口（東口）から徒歩５分 

○熊本市電二本木電停から徒歩２分 

○二本木口バス停から徒歩２分 

＜申込先＞ 

  （一社）九州テレコム振興センター（ＫＩＡＩ） 

                    （担当：貝崎） 

  TEL：０９６－３２２－０１２０ 

  FAX：０９６－３２２－０１８６ 

https://www.kiai.gr.jp/n-runner/h29/postmail07/form01.html 

（一社）九州テレコム振興センター（ＫＩＡＩ）のウェブサイトよ
り申込下さい。 

なお、ウェブサイトからの申込が出来ない場合は、電話・ＦＡＸ・メールでも対
応いたします。 

電話・ＦＡＸ・メールの場合は、件名を「地域情報化セミナー参加申込」として、
会社・団体名、役職名、氏名、Ｅメール等連絡先を記載して送信ください。 

（ ＴＥＬ ）０９６－３２２－０１２０ 
（ ＦＡＸ ）０９６－３２２－０１８６ 
（ Ｍａｉｌ ）jim@kiai.gr.jp 
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